
報

1992年 (平成4年) 1月-1992年 (平成4年)12月

研 究 状 況

Ⅰ 班 研 究

日 本 部

｢満洲国｣の研究 班長 山本有造

本研究は,日本の植民地支配の主要な一環をなし

た ｢満洲｣一中国東北地域一につきその最終形態で

ある ｢満洲回｣期に焦点をあつめ,そこでの支配の

実態を総合的に (政治的,経済的および文化的諸側

面,ならびに日本植民地史的および中国地方史的ア

プローチを合せて)究明しようとする｡1年間の準

備会ののち,1987年 4月より正式に発足し,隔過月

曜日に研究会を開いた｡1990年-1991年の2カ年の

期間延長を許可されて合計70回の研究会を行ってき

たが,1991年度をもって会を終了し,報告書を作成

中｡

班員 山本有造 古屋哲夫 水野直樹 安富歩

山室信一 (以上所内) 井村哲郎 (アジア研 ･図書

資料部) 岡田英樹 (立命館大 ･文) 奥村弘 (神

戸大 ･文) 副島昭一 (和歌山大 ･経) 酋相成雄

(大阪外大 ･外国語) 松野周治 (立命館大 ･経)

松本俊郎 (岡山大 ･経) 村田裕子 (山梨県立短

人)

1992年

1月27日 ｢満洲回協和会｣と地方統治 奥村

3月9日 満洲国研究一残されたいくつかの論

点一 山室

明治維新期の研究 班長 佐々木 克

この班研究は,明治維新期を19世紀という,広い

時間と空間のなかに設定し,班員各自がそれぞれの

問題関心から,明治維新という変革期の諸問題に,

自由にアプローチし,研究発表を続けてきた｡した

がって,特に問題をしぼりこまずに,各自が関心を

持つ問題を,それぞれ独自の方法で研究を進めてい

くという形をとった｡班研究発足の当初は,まとま

りがつくか,という危慎もあったが,時間が経つと

ともに,おのずから共通する明治維新期のイメージ

が形成されていった｡またこの班研究は,従来あま

りなされなかった,近世史研究者と近代史研究者と

の合同研究の場として設定された｡その結果,あえ

てお互いに自己の領域を踏み越えて,果敢に新 しい

問題提起に挑戦し,討論が行われてきたのであるが,

この試みは,充分とはいえないまでも成功であった

とみている｡以上のような経過で,共同研究が進め

られてきたが,その研究成果を報告書に纏めるべ く,

現在班員が各自論文を執筆中である｡

班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明

藤井譲治 山本有造 (以上所内) 青山忠正 (大阪

商人) 池田宏 (滋賀県立図書館) 井上章一 園

田英弘 (以上日文研) 今西 一一(小棒商大) 鈴

木祥二 (立命館大) 奥村弘 (神戸大) 小股憲明

(大阪女子大) 高久嶺之介 (同志社大) 谷ll正

追 (天理大) 高木博志 (北海道大) 辻 ミチ子

(京都文化短大) 辻本雅史 (甲南女子大) 原田

敬一-(仏教大) 平田由美 (大阪外人) 薮田貫

(関西人) 勝部真人 (大阪教育大付高) 手島- 一

雄 (立命大大学院) 三沢純 (広島大大学院)

1992年

1月24日 し尿問題をめぐる都市と農村 原田

2月7日 幕末 ･維新期の外圧と民衆 谷山

転換期における個人と組織 班長 佐々木 克

歴史の転換期において,個人がどのように生活し,

いかに生き,あるいは生きざるをえなかったのか,

有名,無名の群像の,ライフスタイルを明かにする

ことを,この研究は第一の課題としている｡班員各

自が,一人あるいは複数の人物を担当することにし

たが,当面対象とする人物は,政治家,志士,公家,
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大名,幕臣,学者,豪農,老農,村役人,そして侠

客,女性等々,多様 ･多彩な群像が選ばれた｡この

研究は,限られた史料と時間的制約があるため,か

ならずLも対象とする個人の伝記的研究をめざすも

のではない｡むしろ転換期における社会ならびに組

織と個人との関わり,という問題に比重を置いてい

る｡さらにもう一つの問題は,まとめの段階での課

題でもあるが,個々人の生活史を集合し,検討を加

えることによって,その時代の社会のイメージと断

面を,浮かび上がらせる事ができると考えており,

この課題をも,常に心に留めて,研究を進めて行く

ことにしたい｡なお転換期をある時期と特定してい

ないが,班員の研究領域と問題関心の関係から,主

に明治維新期が中心となる｡

班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明

藤井譲治 (以上所内) 青山忠正 (大阪商業大)

池田宏 (滋賀県立図書館) 奥村弘 (神戸大) 小

股憲明 (大阪女子大) 勝部真人 (大阪教育大付

高) 鈴木祥二 (立命館大) 鈴木栄樹 (京都薬

大) 谷山正道 (天理大) 辻ミチ子 (京都文化短

大) 原田敬一一(仏教大) 手島一雄 岸本覚 (以

上立命館大院生) 三沢純 (広島大院生)

1992年

4月24日 打合せ

5月15日 維新変革と一一士族-落合重正-

落合

6月12日 城多革と岩倉具視 佐々木

26日 阪谷素について 小股

7月17日 -農民にとっての幕末維新

･-若1日要助- 塚本

10月2日 幕末の老中小笠原長生と徳川家再編

主義グルーフ 青LIJ

10月16日 山稜の再発見=･戸田忠至- 飛鳥井

11月13日 制度別草期における神田孝平の洋学

鈴木栄

11月27日 侠客の社会史-小林佐兵衛- 原田

12月11日 ｢国益｣をめぐる群像 谷山

貝原益軒とその時代 班長 横山俊夫

17世紀後半から18世紀初頭にかけての安定期日本

社会の性格を考えるため,貝原益軒の著述を学際的

な視野から検討した｡益軒の知的活動の広さとその

読者層の多様さが,彼の著述に独特の社会性を与え

学 報

ていると考えてのことであった｡

第 4年度末は,報告書作成にむけ,班員各自の論

文要旨発表が続いた｡なお昨年に続き,インディア

ナ大学のジョージ ･エリソン教授が客員であった｡

公式の研究班活動は1992年3月をもって終了とし,

報告書は1993年中に公刊の予定である｡

班員 ジョージ ･エ リソン 塚本明 冨永茂樹

藤井譲治 賓谷邦夫 横山俊夫 (以上所内) 松田

活 (教養部) 梶山雅史 (岐早大) 白幡洋三郎

(日文研) 辻本雅史 (甲南女子大) 探揮一幸

(大阪大) 三浦国雄 (大阪市大) 三浦秀一 (東

北大) 横田冬彦 (神戸大) 松村浩二 (大阪大院

坐)

1992年

1月20日 益軒と三欧人-テン･レイネ,

ハルマ,ケンペル 松田

1月27日 中国養生思想の伝統と

貝原益軒 『養生訓』 賓谷

2月10日 詩人としての貝原益軒 探滞

2月17日 益軒と灸 横山

3月2日 益軒と童蒙一読書作文指南 梶山

近代日本のアジア認識 班長 古屋哲夫

本研究は,近代日本においてアジアという言葉が,

どのような情報にもとづき,どのような目的のもと

に使用されてきたかを,明らかにしようとするもの

である｡そしてそのためには,(1)アジアからの情報

が日本にもたらされる道筋と仕組,(2)日本人のアジ

アへの要求のあり方と進出の仕方,(3)アジアの観念

を利用した日本人の国民的使命観の創出,などの関

題を検討することが必要となる｡

班員 古屋哲夫 石川禎治 落合弘樹 藤井譲治

水野直樹 安富歩 山室信一 山本有造 横山俊夫

(以上所内) 筒井活忠 松尾尊充 (以上文学部)

秋定嘉和 (池坊短大) 伊藤之雄 (名古屋大) 奥

村弘 (神戸大) 尾崎ムゲン (大阪文子大) 掛谷

幸平 (立命館大) 桂川光正 (大阪産業大) 木坂

順一郎 (竜谷大) 呉宏明 (精華大) 小泉洋 (六

甲高校) 小路田泰直 (奈良女子大) 斎藤勇 (餐

知大学) 里上竜平 (桃谷高校) 須崎慎一 鈴木

正幸 (以上神戸大) 武邦保 (同志社女子大) 田

中真人 (同志社大) 永井和 (立命館大) 福井直

香 (京都文化短大) 三原容子 (京大研修員) 松
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田利彦 森田一彦 (以上京大院生)

1992年

1月20日 1880年代より日露戦争にいたるアジ

ア認識一 自由党系を中心に- 伊藤

2月24日 第一次大戦後における国際関係認識

とアジア認識 古屋

以上で研究報告を終了 し,以後は報告書出版のため

の原稿 とりまとめにはいっている｡

近代東アジア世界の構造連関 班長 古屋哲夫

概 してこれまでの ｢東アジア｣研究は,東アジア

諸地域におけるナショナリズムの発展を背景 として,

それぞれの社会 ･国家の自立化を対象とする一国史

的研究とその比較という形で展開してきた｡そのた

めに,この地域の諸民族が ｢東アジア｣世界におけ

る多面的な相関関係 を規定 Lかつ規定されながら発

展するという側面には十分な関心が払われてこな

かったといえる｡われわれは,近代 ｢東アジア｣に

おいて取 り結ばれたこうした諸関係を総体 としてと

らえ,その起源 と展開をあきらかにしたい｡

とりあえずは日本都全体の研究会として発足 し1

年を経過 したが,関心のある所内外おお くの方々の

参加を呼びかけたい｡

班員 古屋哲夫 飛鳥井雅道 落合弘樹 斎藤希

史 佐々木克 塚本明 藤井譲治 水野直樹 安富

歩 山室信一 山本有造 横山俊夫 (以上所内)

1992年

4月20日 満蒙イメージをめぐって 古屋

5月18日 明治前半期の日朝中関係 佐々木

6月 1日 近代世界における思想連鎖 山室

15日 ｢帝国 日本｣のなかの朝鮮人 水野

9月21日 アジア交易圏の現代的構造 山本

10月 5日 アジアにおける官僚制 と軍隊 藤井

11月16日 近世東アジアの構造連関 塚本

12月 7日 近世国学の対外観 飛鳥井

近世前期における政治的主要人物の居所と行動

班長 藤井譲治

近世前期において重要な役割を果たしてきた人物

の多 くは,江戸時代一般の像からすれば思いのほか

活発な動 きをしてお り,この期の政治史さらには文

化史を考えてい く上で,彼等のそれそれの時点での

居所を確定 してお くことは,基礎的かつ不可欠であ

る｡そこで,このような基本的情報を学会全体が共

報

有できるように蓄積 し,同時に従来年紀がないゆえ

に十分に利用されてこなかった主要人物の書状類の

年代確定を行う｡こうした作業を通 じてこれまでと

は異なる近世前期の歴史を描 くことを目指 している｡

本年は昨年に引き続 き永井家文書を輪読するととも

に,種々の史料集から主要人物に関する情報を集積

し, 7月以降は各自が担当した人物の居所 と行動に

ついての報告を行った｡

班員 藤井譲治 塚本明 (以上所内) 柚田善雄

(京大研修員) 宇佐美英機 (京都橘女子大) 藤

田恒春 (関西大) 横田冬彦 (神戸大) 母利美和

(彦根城博物館) 宮本裕次 (大阪城天守閣)

1992年

1月13日 永井家文書 宮本

老中奉書の様式について 塚本

1月27日 永井家文書 宮本

史料検索 全員

4月13日 永井家文書 塚本

史料検索 全員

4月27日 永井家文書 横田

畿内直轄領と代官について 藤田

5月11日 永井家文書 柚田

今後の打合せ 全員

6月 8日 永井家文書 藤田

｢上方八人衆体制｣について 宮本

6月22日 永井家文書 母利

老中発給文書について 塚本

7月20日

9月14日

9月28日

10月12日

10月26日

11月9日

12月14日

永井尚政の居所 藤井

小堀政一の居所 藤田

中井正活の居所 横田

中坊秀政 ･時祐の居所 柚田

久貝正俊の居所 宮本

井伊直孝の居所 母利

以心崇伝の居所 塚本

文学からなにが見えてくるか 班長 飛鳥井雅道

4年 目に入った班では,本報告 と並行 して日本最

初のロビンソン漂流記の翻訳である 『漂荒紀事』が

オランダ語訳といかに文学的に,あるいは思想的な

違いを含みつつ訳されていったかを究明 しようとす

る会読書部会を,進めている｡

両部会に共通 しているのは,共に日常性か らの

｢異境｣｢冥界｣を意識 していることであ り,本報告
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も,会読部会も,いわゆる ｢近代｣文学論には立っ

ていない｡またあえて,意識的に,日常からの脱出

がどのように文学のテーマとなってゆくかに,力点

をおいた報告が積み重ねられている｡日本の近世 ･

近代が対象の中心になることは事実だが,東アジア

19世紀における文学の転換,ロシア ･フランス ･ド

イツ文学の変貌も報告の主要テーマの一つとなって

いる｡班 としては,まとめの時期に入っているが,

オランダ語のロビンソン会読は依然として完了せず,

こちらの方の成果刊行には若干の日時を要するかと

苦慮 している｡

班員 飛鳥井雅道 宇佐美密 大浦康介 落合弘

樹 佐々木克 鈴木啓司 富永茂樹 藤田隆則 斎

藤希史 (以上所内) 池田浩士 加藤幹郎 木村崇

三原弟平 若島正 松田清 (以上教養部) 生田美

智子 米井力也 (金蘭短大) 須田千里 (光華女子

大) 谷川恵一 (高知大) 林完枝 (大阪市大)

平田由美 藤元優子 松村耕光 (以上大阪外大)

堀田桂子 (民博大学院) 演田秀 (神戸大大学院)

1992年

1月22日 ロビンソン批評史 若鳥

2月12日 『漂荒記事』会読 米井

4月22日 中国のロビンソン 斎藤

5月13日 明治初期のロビンソン評 谷川

27日 軟石とデフオー 飛鳥井

6月17日 『漂荒記事』会読 平田

24日 ｢湖畔｣をめぐる7つのことば

9月16日 殉教の連鎖

30日 『漂荒記事』

学 報

て,｢家族｣ないし ｢ハウスホール ド｣の果たした

様々な機能を考察 してきた｡最終年度にあたる1991

年 4月以降は,各班員の口頭発表,討論を中心に研

究会を積み重ねるとともに,成果報告書の作成に向

けて論文の執筆作業にかかった｡92年の夏には再度

討論の機会をもっことができ,原稿 も順調に出揃っ

た｡なお成果報告書は1993年 2月に 『家族 ･世帯 ･

家門一工業化以前の世界から』 と題 して, ミネル

ヴァ書房より刊行される予定である｡

班員 前川和也 佐々木博光 田中雅一 富永茂

樹 横山俊夫 (以上所内) 美馬進 (文学部) 川

島昭夫 (総合人間学部) 阿河雄二郎 南川高志

(以上大阪外大) 井上浩一 大黒俊二 (以上大阪

市大) 江川温 川北稔 (以上大阪大) 川本正知

(奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木利幸 (神

戸大) 田中峰雄 (甲南大) 波多野敏 (京都学園

大) 早川良弥 (梅花女子大) 三成美保 (大阪経

法大) 山辺規子 (京都橘女子大)

1992年

1月14日 研究会方針討論 全員

28日 『女大学』再考 横山

2月4日 権威と家族一国民社会主義の家族イ

デオロギー 佐々木

18日 ローマ帝政時代の結婚事情 南川

ステイタスと職業 班長 前川和也

工業化以前の社会において,｢職能｣が もってい

た意義と,それにまつわる社会的な威信が果たした

須田 機能を考察 している｡初年度の今年は,法律家や弁

米井 護士などの様々な ｢職業｣の形成や,前近代社会を

平田 律 した様々な ｢身分｣の展開に関する個別の具体的

10月28日 歴史家に提遺された歴史 木村 な報告が行われた0

11月11日 『漂荒記事』会読 平田 班員 前川和也 佐々木博光 田中雅一 横山俊夫

11月25日 インドネシャのシャイ-ルをめぐっ

て 土屋

12月25日 間国後の大衆芸能と演劇-その海外

における受容-

(ゲス ト･阪大)三原

西 洋 部

家族とハウスホール ドの比較史的研究

班長 前川和也

過去3年間にわたって,二L業化以前の社会におい

(以上所内) 服部良久 夫馬進 (文学部) 川島

昭夫 (総合人間学部) 阿河雄二郎 南川高志 (以

上大阪外大) 井上浩一 大黒俊二 (以上大阪市

大) 江川温 川北稔 (以上大阪大) 川本正知

(奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木利幸 (棉

戸大) 田中峰雄 (甲南大) 波多野敏 (京都学園

大) 早川良弥 (梅花女子大) 三成美保 (大阪経

法大) 山辺規子 (京都橘女子大)

1992年

5月18日 1. ｢ステイタスと職業｣でなにが
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可能か,2. 古代メソポタミアの職

業 リス ト 前川

6月 2日 イ ギ リス の路 上 労 働 者 と Street

cnes 川島

16日 三身分論 と社会人体論 江川

23日 近世 ロ ン ドンの居住パ ター ンー 身

分 ･職業 ･財産 川北

7月7日 ヨーロッパ家族史のふたつのアプ

ローチ 大黒

9月8日 12,13世紀英国の新興役人層 鈴木

22日 バラモ ンのパラ ドックス- カース ト

論の検討 田中

10月6日 ヨーロ ッパ中世前期の祈頑記念資料

における身分世界 早川

20日 説教 史料 にみ る職業 と身分-Beト

tholdYonRegensburgの場合 大黒

27日 アブ一 ･ユースフの 『税の書』(8

世紀) にみる身分 川本

11月10日 コンスタンティノープルの公証人

井上

17日 ヨーロ ッパにおける家族の伝統的制

度の多様性 と政治体質の多様性

エマヌエル ･トッド

(フランス人口研究所)

24日 ミニス トリア-レン身分の諸問題

服部

12月 1日 学識 と身分一近世 ドイツの法律家

三成

法的思考の研究 班長 山下正男

20世紀における論理学の研究はまことにめざまし

いものがあるが,そうした論理学はすべて存在の論

理学 と呼ばれるべ きであって,当為の論理学の研究

は大そうお くれている｡本研究はそうしたアンバラ

ンスを是正することを目的とする｡

そのために(1)義務論理学 (deonticlogic)の確立,

(2)法律家たちの現場における法的思考法の分析,(3)

一般人の倫理 ･道徳の場における思考上の分析,等

の諸作業をおこないたい｡以上の作業は理論学,法

学,倫理学の各分野の専門家たちが共同 しておこな

うものとする｡

班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸

男 (教養部) 阿部昌樹 川浜昇 田中成明 山本

報

克己 中山竜一 (以上法学部) 浜野研 ≡ (文学

那) 今井弘道 (北大) 植松秀雄 江口三角 (以

上岡山大) 亀本洋 (金沢大) 玉木秀敏 (大阪学

院大) 服部高宏 (国学院大) 平井亮輔 (京都工

繊大) 平野仁彦 (三重大) 深 田三徳 (同志社

大) 松浦好治 (大阪大) 森際康友 (名古屋大)

山本顕治 (滋賀大) 若松良樹 (東和大) アス

キュー ･デイビッド 植木-幹

1992年

1月10日 自然権論の過去 と現在-わが国の天

賦人権論との関連で一 深田

1月24日 義務論的制約の根拠について 若松

以上を以て法的思考の研究班は解散 し,その研究成

果は 『法的思考の研究』 という題で人文研から刊行

される｡

正義システムの諸相 班長 山下正男

本共同研究班は義務論理学を強力な武器 として援

用 しながら次の三つの順序で正義論の諸体系を研究

するものである｡(1)正義の観念論的諸体系,(2)正義

の法的諸体系,(3)正義の法的諸体系のサバイバル ･

テス ト｡

本研究班は以上三項目のうち,(2)を中心テーマと

するものである｡すなわち各種実定法がいかなる正

義 をどの程度表現 しているのか,また現行の実定法

からこぼれ落ちている正義があるとすれば,どのよ

うな実定法を新たに追加すべ きかが,(2)のテーマで

ある｡ しか しそうした実定法の背後には,宗教的,

哲学的,ユー トピア的といったさまざまの観念的正

義体系が潜んでいるはずであ り,(1)では思いきり拡

大された視野によって正義の問題 を考察 したい｡最

後に(3川こおいては,過去の,あるいは現存のいろい

ろな法体系が,その法体系を受け入れた集団あるい

は集団のメンバーを無事に存続 させえたか させえな

かったか,またさせ うるのか,させえないかに関す

るテス トの可能性 を論ずるものである｡

班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸

男 (総合人間学部) 川浜昇 田中成明 中山竜一

山本敬三 山本克己 (以上法学部) 浜野研三 (文

学部) 阿部昌樹 (大阪市大) 今井弘道 (北大)

植松秀雄 江口三角 (以上岡山大) 亀本洋 (金沢

大) 玉木秀敏 (大阪学院大) 服部高宏 (国学院

大) 平井亮輔 (京都工繊大) 平野仁彦 (三重
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大) 深田三徳 (同志社大) 松浦好治 (大阪大)

森際康友 (名古屋大) 山本顕治 (滋賀大) 若松

良樹 (東和大) アスキュー ･デイビッド 植木-

幹 福井秀樹 耳野健二 毛利康俊

1992年

5月8日 今後の研究方針 全員

5月22日 権利と効用 山下

6月12日 ハイエクのヴィデオを見る会

6月26日 比倫と正義論

アスキュー

松浦

7月10日 研究の進め方についての検討会

全員

9月25日 二種の社会契約論に関する予備的考

察 福井

10月9日 正義論の対象一行為 ･結果 ･制度一

若松

10月23日 憲法の私人間適用問題の再検討

山本(敬)

11月6日 ハイエクの科学論を読む 那須

11月27日 カール ･シュミットにおける制度に

関する理論について 樺島

12月11日 公共政策における ｢正義｣ 足立

知識と秩序 (Ⅱ) 班長 阪上 孝

本研究班は,1990年3月で終了した共同研究 ｢知

識と秩序｣の成果をふまえつつ,さらにフランス革

命期以降の近代諸国家の形成まで視野をひろげ,料

学的知識と社会秩序の相互関係の再検討を進めてい

る｡3年目の現在は,政治的秩序,経済的秩序,文

化的秩序といったさまざまな観点から近代国家形成

の諸問題について議論を深めることができた｡来年

度は,これまでにつみかさねてきた議論をふまえた

うえで,研究のまとめを進める予定である｡なお,

今年の3月には, ｢知識と秩序｣(I)の研究報告書

『知識と秩序:近代におけるその再編過程』を 『人文

学報』(第70号,1992年3月)で発表した｡

班員 阪上孝 富永茂樹 大浦康介 光永雅明

水嶋-憲 (以上所内) 浅田彰 (経済研) 木崎喜

代治 田中秀夫 (以上経済学部) 服部春彦 小川

伸彦 (以上文学部) 石井≡記 (和歌山医大) 市

田良彦 (大阪女子大) 小西嘉幸 小林道夫 (大阪

市大) 小林清一 (滋賀短大) 西川長夫 (立命館

大) 牟田和恵 (甲南女子大) 室井尚 (帝塚山学

学 報

院大)

1992年

1月24日 ジェントルマン的な知識人 光永

2月21日 ｢統治の合理性｣の諸様相 水嶋

4月24日 研究の方向をめぐって 全員

5月8日 経済的秩序と政治的秩序のあいだ

阪上

5月22日 N.ウェブスターと言語ナショナリ

ズム 小林活

6月5日 民衆協会について (Ⅰ) 富永

6月19日 ベンサムの救貧論 光永

7月3日 フランス革命前後の刑法 石井

9月25日 家族国家観と近代日本の秩序 牟田

10月16日 思弁的芸術論をめぐって 大浦

10月30日 ｢人間と市民の権利｣のパフォーマ

ンス (Ⅰ) 水嶋

11月6日 国民統合 西川

11月20日 人口という対象 阪上

12月4日 民衆協会について(2) 富永

『儀礼的暴力の研究』 班長 田中雅一

本研究班は過去二年間暴力の意味を社会的機能や

文化的な意味合との関連で総合的な視点から討論を

重ねてきた｡今年度は,成果の公刊を念頭に班員が

第一次資料に基づいて二度目の報告を行い,供蟻に

典型的に現われているような暴力の性格や,近代化

による暴力の意味の変化,物理的な暴力と儀礼的暴

力との関連などが主要なテーマとなった｡

班員 田中雅一 井狩禰介 佐々木博光 鈴木啓

司 谷 泰 富永茂樹 藤田隆則 (以上所内) 菅

原和孝 (総合人間学部) 青木恵理子 (民族学振興

会) 阿部泰朗 (大手前女子大) 大越愛子 (近畿

大) 大塚和夫 (都立大) 小田亮 (桃山学院)

春日直樹 (奈良大) 川村邦光 松村一男 (以上天

理大) 栗本英世 小長谷有紀 田辺繁治 吉田憲

司 (以上氏博) 滝口直子 (大谷大) 長嶋佳子

(大阪学院大) 松田素二 (大阪市大) 三浦耕吾

那 (関学大) 棚瀬慈郎 西井涼子

1992年

1月20日 インドの性幻想と暴力 :無限大の乳

房 ･等身大の陽根 田中

2月3日 心理療法的場面におけるシャーマン

とクライエントの関係 :問題は解決
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されたのか ? 滝口

2月17日 儀 礼 の メ ッセー ジ と権 力 :レッ

ツオーマ (一種 の ウィ ッチ クラフ

ト) についての儀礼が,女性 を巡る

抑圧のシステムの中でいかなる機能

を果 たすか 棚瀬

3月 2日 モースの供犠論 とヴェ-ダ祭式

井狩

3月 9日 サムサム (タイ ･スピーキング ･ム

スリム)による支配文化の受容 と抵

抗 :マ レーシアとタイの比較 西井

4月20日 男の献 身 と女神 の暴力 :ス リラン

カ ･タミル漁村のジェンダーと儀礼

田中

5月18日 中間総括および今後の展望

谷 ･大越 ･栗本 ･田中

6月1日 儀礼 的動物殺 し :フォー ク ･イ ン

タープリテ-シ ョンとして 谷

6月15日 精霊悠依 と暴力 田辺

6月29日 潜伏 した暴力 :フィジーのキ リス ト

教化 春 日

7月6日 虐げ られた人々 ? :ブ ッシュマ ンと

他民族関係 をめ ぐって 菅原

9月21日 文学 を通 してみるサ ドマゾヒズム

鈴木

10月5日 文化相対主義 と暴力 :文化の翻訳 と

エスノセ ン トリズム 小田

10月19日 儀礼化 される暴力 :危機 と悪霊の政

治人類学 栗本

11月16日 ギリシャ悲劇の暴力性 と女性像 :女

による暴力 と女への暴力 松村

11月30日 ルイの身体 :あるいは王殺 しの衰退

について 富永

12月7日 儀礼的暴力 としてのジハー ド 大塚

12月21日 追放 された村長 :チェワ社会におけ

る邪術 吉田

コミュニケーションの自然誌 班長 谷 泰

第一年度は, コミュニケーションおよびインター

ラクションについての諸理論の批判的検討 を中心 と

したにひきかえ,今年は主に各班員のフィール ド･

データーの分析 とその記述概念についての検討 をお

こなった｡いまだ記述概念についての合意形成はな

報

されていないが,会活における共甑性の証拠 として

の連関性の諸 レベルについて考察が,更に追求され

ねばならないことが痛感された｡

班員 谷 泰 田中雅一 藤田隆則 (以下所内)

細馬宏通 (理学部) 菅原和孝 (教養部) 北村光

二 (弘前大) 木村大治 (福井大) 串田秀也 (餐

媛大) 高畑由起夫 (鳴門教育大) 野村直樹 (名

古屋女子商科大) 津田昌人 (山口大) 野村雅一

(国立民族学博 物館) 早 木仁 成 (神戸学 院大)

深尾葉子 (大阪外大) 水谷雅彦 (神戸大) 宮脇

草生 (大阪府立大)

1992年

4月13日 オノマ トペの民族誌 鵜飼

4月27日 パソコン通信における文字顔使用に

ついて 細馬

5月11日 物語形成過程におけるパフォーマ ン

ス 井口

5月25日 会話資料の提供 とその分析 谷

6月 8日 能の リズムにおける ｢形なき形｣

藤田

6月22日 ディスコミュニケーションをめ ぐっ

て 木村

7月13日 精神科閉鎖病棟の民族誌 野村

9月14日 神経症治療 にお けるコ ミュニケー

ションのあ り方 宮脇

9月28日 コ ミュニケー シ ョンの メ タ自然誌

(?)-むけて 水谷

10月12日 PlaybackExaminedRe-examined

モアマ ン

10月26日 会話における参与の組織化について

串田

11月9日 言及世界,関与態度,そ して笑い

谷

12月14日 バ レッセとエフェの夢の話 揮田

記号 ･意味 ･文学 班長 大浦康介

昨年度 より発足 したこの研究班は,文字一般に関

する理論的探究をその目的とする｡｢文字 とは何か｣

という古 くかつ新 しい問題 を中心に据え,構造主義

以降の言語学 ･記号論的成果 を批判的に踏 まえつつ,

文学理論の新たな地平を美学,心理学,社会学など

他の学問の領域 とも関連づけなが ら模索 しようとす

るものである｡二年 員にあたる今年は,昨年度の自
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由発表から一歩進み,よりテーマを絞 り込む形で発

表 ･討論がなされた｡

班員 大浦康介 宇佐美蔚 斎藤希史 鈴木啓司

(以上所内) 田口紀子 吉田城 (以上文学部)

多賀茂 (総合人間学部) 東宏治 (同志社大) 石

田英敬 (東衷大) 大石雅彦 (同志社大) 小西嘉

辛 (大阪市大) 小山俊輔 (立命館大) 丹治恒次

那 (関西学院大) ピェ-ル ･ドゥヴオー (甲南女

子大) 山路龍夫 (同志社大) 山田広昭 (神戸

大)

1992年

1月11日 幻想と物語の構造 田口

1月25日 詩とリアリティ 斎藤

2月22日 テクス ト相関性の解釈はどこまで許

容 され るか?- あるい は孤立語

n6nupharの植生 山路

3月14日 pliselonpli 石田

3月28日 久性十蘭の 『魔都』 大石

4月25日 Letexteetrimage-Lanaissancede

l'6CritureromantiquechezFromen-

tin- クリスタン (ゲス ト講演)

5月16日 Fictionsについて 大浦

5月30日 ペレック 『人生使用法』について

酒詰 (ゲス ト講演)

6月13日 批評の原理-ポーの ｢構成の原理｣

と探偵小説一 鈴木

6月27日 滑走感覚について-スポーツと日常

的世界一 亀山 (ゲス ト講演)

7月 4口 病気の名前 精神の医学における記

述と命名の問題一 多賀

10月17日 クリステヴァの記号論

原田 (ゲス ト講演)

10月31日 類似,異形,抽象 丹治

11月14日 生成研究一理論と応用一 吉田

11月28日 詰 (ハナシ)とは何か?一 目本的話

芸のなかの身体一 小山

12月12日 Psychanalyse etg6netique-Ecrire

corrmeonrature?一 山田

古典イン ドの法と社会 班長 井狩禰介

｢法 (ダルマ)｣は,インド文明の構造を理解する

ためにもっとも重要な鍵となる概念である｡｢ダル

マ｣の観念は,古典インドはもとより現代に至るま

学 報

で,インド文明の社会秩序と文化規範の思考の枠組

みの基調低音をなすものとして機能 し続けてきた｡

このような ｢ダルマ｣を中心主題として編纂された

文献群が ｢法典｣である｡本研究班は,ヒンドゥー

社会の行為準則集として成立 した古典インド法典の

形成期に焦点をあててきたが,法典を狭義の法律集

成として扱うのでなく,いわばヒンドゥー教文化を

映す鏡として扱う立場を打ち出している｡具体的に

は,｢ヤージュニヤヴァルキア法典｣を取 り上げ,

インド学各分野の専門家の協力のもとに,その文体

と内容の分析を行いつつ,本法典の成立過程と内容

の歴史的位置づけを検討する事を当面の作業課題と

している｡第二年度に入 り,本法典は全体のおよそ

半分の検討を終えたところである｡

班員 井狩禰介 荒牧典俊 船山徹 山下正男

(以上所内) 徳永宗雄 御牧克巳 (以上文学部)

赤松明彦 (九州大) 永ノ尾信悟 土田龍太郎 横

地倭子 (以上東京大) 榎本文雄 (華頂短大) 狩

野恭 黒田泰司 八木徹 (以上大阪学院短大) 後

藤敏文 後藤純子 藤井正人 (以上大阪大) 島岩

(金沢大) 正信公章 渡瀬信之 (以上東海大)

高島淳 (東外大AA研) 竹中智泰 (常葉学園大)

中谷英明 (神戸学院大) 林隆夫 (同社大) 弘田

弘道 (愛知学院大) 矢野道雄 (京都産大) 松田

祐子 (国際仏教大) 伏見誠 (学術振興会)

東 方 部

中国語の資料と方法 班長 高田時雄

3年目を迎えた本研究班では,引頂き以下のよう

な研究発表がなされ,それに基づいて多角的な分

析 ･討論をおこなった｡3年間の共同研究の成果は

近 く論文集として刊行を予定 している｡

1月27日 ｢不｣字を論 じて 『中原音韻』の成

立に説き到る 佐々木

2月24日 説文通訓走聾の字義髄系 森賀

5月18目 名博本 『和名類緊抄』について

木田

6月 1日 仏典音義の南北 高田

法顕僑研究 班長 桑山正進

『法顛博』の合議である｡5世紀初頭に中央アジ

アからガンダーラ,中インドを経てスリランカに渡

り,マヒ-シャーサカ部の戒律の原典を得､南海よ

- 204-



桑

り中国に締った法顕の行歴記は,文学上優れている

ばかりでなく,昔時の中央アジア,インドの儒教事

情を活皐している｡19世紀の悌諾注 1例,20世紀初

めの英謂注3例､日本語諾注 2例があるけれども,

いずれもoutofdateである｡首班は章巽 『法顕博

校注』(上海古籍出版社,1985)をテキス トにとり

あげ,その注を謹みつつ,これらの諸諸を照合し,

また 『水経注』の記事を参照して､擦るべき現代語

諸を作成する｡あわせてその内容である五世紀の中

央アジアとインドを班員の専門分野である歴史,言

請,宗教,考古,美術などの多角視鮎をもって検討

する｡班員とその合議分櫓は以下のとおり｡

高田時雄 (序から校注説明まで),森安孝夫 (千

闇まで),吉田豊 (謁叉から陀歴まで),春 日晴郎

(烏蓑から弗模沙まで),小野浩 (那謁から批奈ま

で),完全計次 (摩頭羅から沙紙大圏まで),入揮崇

(拘薩羅舎街国から悌般泥恒産まで),中谷英明 (批

舎離から蒲舎王奮城まで),武内紹入 (伽耶城から

多摩梨帝まで),井狩禰介 (師子園),稲葉穣 (浮海

東還),船山徹 (高僧懐中の法鞍,智巌,賓雲の俸

記),榎本文雄 (経鍾等)｡本年は春田分婚箇所まで

を終了した｡

六朝美術の研究 班長 曽布川寛

1990年4月から5年の計画で始まった本研究班は､

六朝を中心に後漢,惰唐時代を含めた時代を扱い,

この時代の美術全般についてより精確な理解をめざ

そうとするものである｡具体的な方法としては出土

文物,石窟寺院などの偶数美術,画論や書論などの

糞術論を三本の柱に取 り上げることにする｡今年は

班員及び招請研究者による各々専門分野における合

計18回の研究発表を行ったが,併せて造像記と蛮術

論の会読を行い,造像記として龍門石窟造像記 (大

内文雄,曽布川寛担当),牽術論として釈彦保 『後

画録』(河野道房担当),索靖 『草書状』(下野健児

担当),顧憧之 『画雲台山記』(太田孝彦担当)を取

り上げた｡

前近代中国の法制 班長 梅原 郁

前近代の中国社合において,法制が重要な柱のひ

とつをなすことは言を侯たぬであろう｡本研究班は,

五年間の疎走でこの課題についての研究を深めてゆ

こうとするものである｡本年度においては,律令格

式という中国法典の骨格が形成された唐代に成った

報

『通典』の ｢刑法典｣を通讃 して古代法制史の概要

をつかみ,一方で敦塩漢筒を中心とする新出の筒順

史料の樺読をもあわせて,共同研究を進めている｡

中国古代礼制研究 班長 小南一郎

第4年目になる本研究班では,従来に引き続き,

｢周礼｣春官篇を貢公彦の疏で読みつつ,本文と郵

注とに対 して訳注を付けている｡本年度は,もっぱ

ら音楽や歌舞を記述した部分を読んで,大司柴から

小菅まで進んだ｡春官篇の経文を半ばまで読んだこ

とになる｡こうした読解と並行して,班員による研

究発表が行われた｡

中国技術史の研究 班長 田中 淡

本研究班は,1991年4月から向こう5箇年の確定

で,中国の博続的技術の特質について,とくに生活

科学 ･技術の関連分野を主たる対象としてとりあげ

ながら,検討を加えてゆこうとするものである｡首

面,研究合は技術史全般に関わる分野を主とし,関

連の特定分野を副とする二本だての構成をとり,前

者は元 ･王禎の 『農書』,後者は梁啓雄輯 『哲匠録』

星山篇をそれぞれテキストとして選び,合議 ･諾注

作成をすすめてゆく確定である.また,それと遊行

して,技術史の諸分野にわたる班員の研究費表を随

時おこなってゆく｡

標記の期間に,『農諸』農器園譜 ･田制門,菜種

門の諾注を田中 淡 ･宮島一彦 ･楼井謙介 ･相川佳

予子 ･山本徳子 ･渡部 武 ･自杉悦雄 ･武田時昌,

『哲匠録』豊山篇の校補 ･諸注を外村中 ･白幡洋三

郎がそれぞれ櫓菖した｡

明末清初の社会と文化 班長 小野和子

昨年度に引き続き,明末清初の政治 ･社会 ･経

済 ･文化など､各方面からする研究報告を重ねると

ともに,この時期の代表的な人物の伝記類について

会読を進めた｡この間,中国その他諸外国からの参

加者も多く,この時代の歴史的意義について意見を

交換 し,また新出の史料についで情報を得ることが

できた｡

六朝道教の研究Ⅱ 班長 吉川忠夫

『英語』7篇仝20巻の合議をひき積いて行い,茅

山の宗教地理に関する第11巻 ･第12巻稽神栖篇 1･

2の諾注を作成した｡なおその間, 2月には,前回

の研究班の成果報告として,『中国古道教史研究』

を同朋舎出版から刊行した｡収載論文は13篇である｡
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秦漢惰唐の文物資料 班長 砺波 護

本研究班では昨年に引き続き,隔週水曜日の研究

会で出土文物に関する班員の研究発表が行われた｡

中華文人の生活 班長 荒井 健

1991年度より2年間,旧中国の文人の生活全般に

ついて,総合的に検討 してきた本班は,今期も各分

野の研究報告および討議を行い,93年3月に研究終

了する｡その成果は論文集 ｢中華文人の生活｣(仮

題)として,｢長物志｣訳注とともに公刊予定｡

1920年代の中国 班長 狭間 直樹

本研究班は,研究する時期を ｢20年代｣にしぼる

ことによって,時代史的視角,および世界史の共時

的視角から国民革命期中国の諸相をとらえなおそう

とするものである｡各班貝が,政治,経済,社会,

思想,文化などの諸テーマについて研究をすすめて

きたが,最終年度にあたる本年は4年間の蓄積をも

とにさらに総括的な研究発表をおこなった｡このほ

か,本研究班は国外の研究者とも積極的に交流の機

会を持つようっとめている｡1月10日習五一氏 (北

京社会科学院副研究員), 5月8日唐振常氏 (上海

社会科学院歴史研究所研究員), 5月29日王暁秋氏

(北京大学歴史系教授),10月9日金観涛氏 (香港中

文大学中国文化研究所研究員)の報告は,それぞれ

本研究所来訪のおりにお願いしたものである｡

客 員 部 門

人文学のアナ トミー 班長 山田慶見

グランド･セオリーの有効性が疑わしくなり,人

文諸科学の専門化と細分化が進んだ現在,人文学は

一つの転機に立っている｡この研究会は,この知的

な好機をふまえながら,人文学の方法論を中心とす

る新しいパラダイムの構築をめざしている｡当面の

課題は,これまで蓄積されてきた人文諸科学のテク

ス トの再検討にあるが,その重点は,テクス トを歴

史的実証の観点から読むことでなく,そのテクス ト

がふくむ可能性を抽 きだす読み方で読むことにある｡

班員 山田慶見 荒井健 井狩禰介 宇佐美斎

大浦康介 阪上孝 佐々木克 佐々木博光 鈴木啓

司 田中雅一 谷泰 富永茂樹 藤田隆則 前川和

也 光永雅明 山室信一 (以上所内) 水嶋一意

1992年

1月21日 ヒトラー 『わが闘争』 佐々木 (悼)

学 報

2月25日 ジェイムズ 『宗教的経験の諸相』

光永

3月10日 リン･ホワイ ト 『機械と神』

村上 (ゲス ト)

4月14日 事務局打合せ

28日 人文学の外在的解剖 山田

5月12日 ショーペンハウア- 『意志と表象と

しての世界』 井狩

5月26日 エンゲルス 『空想より科学へ』

山室

6月9日 ウイットフォーゲル 『東洋的専制主

義』 前川

6月23日 ｢見せる｣天皇から ｢額縁｣の天皇

- 佐々木 (克)

7月 7日 ベーコンのイドラ説について 富永

9月22日 編集者からみた人文学

八木 ･勝股 (ゲス ト)

10月13日 知っていることを知っている- ｢笑

い｣再考 谷

10月27日 書 くこと,あるいは演戯と変身

宇佐美

11月10日 人文学とコンピュータ

小野 (ゲス ト)

12月8日 ウィリアム ･テルの末商たち

佐々木 (悼)

Ⅱ 個 人 研 究

日 本 部

日本ファシズムの研究

日本近代文化史の研究

廃藩置県の研究

植民地経済の研究

古屋 哲夫

飛鳥井雅道

佐々木 克

山本 有造

文化史および文明史としての国民国家の形成

横山

日本近世社会における政治権力 藤井

政治文化の中の社会理論 山室

近代朝鮮の政治と社会 水野

日本近世の地域社会の研究 塚本

士族の研究

文学と近代

貨幣の研究

-206-

夫

治

一

樹

明

樹

史

歩

俊

譲

信

直

弘

希



西 洋 部

西洋論理思想史

社会的相互行為の解読

思想と制度

シュメール行政 ･経済文書の研究

インド世界の儀礼の研究

フランス散文詩の研究

群衆現象の社会学

南アジアにおける宗教と社会

文学理論の研究

デカダンス文学における自己矛盾の研究

音声形式の記述と分析

山下 正男

谷 泰

阪上 孝

前川 和也

井狩 禰介

宇佐美 賛

富永 茂樹

田中 雅一

報

唐宋時代の士人

宋元道教研究

明活時代の官僚制度

六朝時代学術史の研究

中国の伝統的品詞観

中国仏教美術の研究

事 業 概

大浦 康介 1992年 7月

況

徳

裕

子

雄

恵

生

明

陽

史

一

泰

砂

手

井

島

賀

本

中

横

谷

木

森

稲

夏期公開講座

於 本館大会議室

一越境する人々-

鈴木 啓司 10日 群衆が動 くとき-フランス革命祭典

藤田 隆別 への道一 阪上 孝

フレデリック ハリソンとイギリス実証主義 紫禁城の ドルゴン 谷井 陽子

ドイツ中世のエ トノス

東 方 部

中国の詩学

末代の官僚制度

六朝惰唐精神史

掩唐政治社会史研究

五四時期中国社会主義の研究

光永 雅明 王道楽土を行く-｢満洲国｣往還-

佐々木博光 山室 信一

11日 中国の近代化と越境現象 森 時彦

漂流する小説 斎藤 希史

荒井 健 シンポジウム 全 講 演 者

梅原 郁

吉川 忠夫
開所63周年記念公開講演会

砺波 護 1992年11月5日 於 本館大会議室

狭間 直樹 自作を語る作家たち一創作法の公開について-

ポス ト-クシヤーン期中央アジアの考古学的研究

桑山 正進

古代中国における説話伝承の研究

東林党の研究

原始沸教起源論

中国中世土地所有制の研究

六朝道教思想研究

中国美術の様式と意味

中国建築の様式 ･技法 ･空間

近代中国の綿紡織業

敦塩文書の言語史的研究

中国古代中世の法制

先秦時代の金文

漠唐間における天文学と文化

小南 一郎

小野 和子

荒牧 典俊

勝村 哲也

賓谷 邦夫

曽布川 寛

田中 淡

森 時彦

高田 時雄

富谷 至

浅原 達郎

新井 晋司

イスラーム勢力進出期のアフガニスタン･北インド

稲葉 穣

鈴木 啓司

端方と二枚の写真 浅原 達郎

公卿の挙兵と草芥-赤報隊の結成などを

めぐって一 佐々木 克

研究成果の刊行

Ⅰ 紀 要

人文学報 第69号

ヨーロッパ哲学の困った癖について-ポルフイリオ

スの樹を手がかりとして- 山下 正男

｢精神権威｣と ｢効率｣-フレデリック ･ハリスンの

選挙法改正論をめぐって一 光永 雅明

滴洲中央銀行の資金創出 ･資金投入メカニズム一 日

中 ･太平洋戟争期を中心に一 安富 歩

唯識思想研究 船山 徹 (小説)の冒険一政治小説とその華訳をめぐって一

中国共産主義運動の歴史と思想 石川 禎浩 斎藤 希史
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人文学報 第70号

国民 (Nation)再考- フランス革命における国民創

出をめぐって一 西川 長夫

フランス革命における知識と秩序 阪上 孝

徳と効用のあいだ- フランス革命期における科学と

芸術一 富永 茂樹

保証 の転 位一 国家 的抑 止 の成立一 市 田 良彦

フランス革命期の法学教育 ･司法制度 ･法曹

石井 三記

カバニスの人間心身関係論-その思想と人間観一

大東 祥孝

アメリカン ･デモクラシーと法の支配一新たな共和

政の秩序を求めて一 小林 活一

葉報 (1991年 1月～1991年12月)

人文学報 第71号

自然言語に災いされたヨーロッパ哲学 山下 正男

家畜と家僕一去勢牡誘導羊の地理的分布と

その意味一 谷 泰

出自神話でみる ドイツ史 佐々木博光

廃藩置県と民衆-西 日本における旧藩主引留め ｢-

挟｣をめぐって一 谷山 正道

熊本藩明治三年藩政改革と人民諸階層 三洋 純

東方学報 第64冊

天命と徳 小南 一郎

王杖十簡 富谷 至

斐休博一唐代の-士大夫と悌教一 吉川 忠夫

撲撃の背景 井上 進

宋史刑法志諸注稿(上)中国近世の法制と祉含研究班

菜報 (1991年 1月～1991年12月)

ZINBUN (欧文紀要)No.26

Jean-MarieSCHAEFFER,Lafictionlitteraire

YasusukeOura,Na汀ateure(S)tpersonnage(ⅠⅠ)

KeijiSuzuki,EssaisurJos6phin P61adanIII-Lad6ca-

denceetl'occultisme

MasaakiMitsunaga,TheEnglishPositivistsandJapan

InstituteforResearchinHumanlties,StaffandSemi-

nars:1991

学 報

Ⅱ 研究報告その他

中国国民革命の研究

1992年 3月31日刊

慧超往五天竺囲博研究

1992年 3月31日刊

所報 ｢人文｣第38号

1992年 3月31日刊

狭間直樹編
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･山田慶見国際日本文化研究センター教授は,併任

教授 (西洋部)｡(比較文化研究部門, 4月 1日-

1993年3月31日)

･岸本美緒東京大学助教授は,併任助教授 (東方

部)｡(比較文化研究部門,4月 1日-1993年 3月

31日)

･岩熊幸男 (西洋部)講師は,辞職 (3月31日付)

の上,福井県立大学教授に転出｡

･浅原達郎氏を助教授 (東方部)に採用 (4月 1日

付)｡

･木島史雄氏 を助手 (東方部)に採用 (4月 1日

付)｡

･森賀一恵氏を助手 (附属東洋学文献センター)に

採用 (4月 1日付)｡

･辻 正博 (東方部)助手は,滋賀医科大学医学部

助教授に昇任 (5月16日付)｡

･稲本寮生氏 を助手 (東方部)に採用 (11月16日

付)｡

･荒牧典俊教授 (東方部)は,2月2日伊丹発,カ

リフォルニア大学,中国社会科学院等に於いてセ

ミナー等出席及びインド仏教思想史に関する研究

資料蒐集を行い,6月3日帰国｡

･山本有造教授 (日本部)は,文部省在外研究員旅

費により, 3月20日成田発,ロンドン大学,フラ

ンス ･国立文書館, ピサ大学等に於いて ｢お雇

い｣鉱山技師エラスマス ･H.M.ガワ一に関する

研究資料蒐集を行い, 5月18日帰国｡

･富谷 至助教授 (東方部)は,3月23日伊丹発,

ケンブリッジ大学,スウェーデン･国立民俗学博

物館等に於いて海外所蔵の中国出土文字資料の研

究及び研究資料蒐集を行い,9月28日帰国｡

･賓谷邦夫助教授 (東方部)は,委任経理金により,
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3月24日伊丹発,上海社会科学院に於いて三教交

渉関係に関する研究資料蒐集を行い,4月17日帰

国｡

･狭間直樹教授 (東方部)は,4月24日伊丹発,広

東省社会科学院,抽頭大学等に於いて学術交流及

び研究資料蒐集を行い, 5月 7日帰国｡

･梅原 郁教授 (東方部)は, 5月23日成田発,

ヴィク トリア ･アルバー ト美術館,ブリティッ

シュライブラリー等に於いて学術交流及び研究資

料蒐集を行い,6月 1日帰国｡

･梅原 郁教授 (東方部)は,7月6日成田発,ギ

メ-博物館,イン ド美術博物館,大英博物館等に

於いて中国唐 ･宋時代の法制 ･社会史に関する研

究資料蒐集を行い,8月10日帰国｡

･前川和也教授 (西洋部)は,委任経理金により,

7月18日伊丹発,大英博物館,イスタンブール考

古博物館に於いてシュメール粘土板文書に関する

研究及び研究資料蒐集を行い,8月28日帰国｡

･谷 泰教授 (西洋部)は,7月29日伊丹発,ミ

ラノ大学,アブルッツオ･チェルクェト村に於い

てイタリア中部山村での文化人類学に関する研究

資料蒐集を行い, 9月 9日帰国｡

･田中 淡助教授 (東方部)は, 8月 9日伊丹発,

中国社会科学院,鷹県木塔,独楽寺等に於いて古

建築保存修復の実態調査及び研究資料蒐集を行い,

8月23日帰国｡

･水野直樹助教授 (日本部)は, 8月10日伊丹発,

スタンフォード大学,ハーバー ド･エンチン研究

所に於いて朝鮮近代史,東アジア関係史に関する

研究及び研究資料蒐集を行い,1993年8月31日帰

国予定｡

･井狩禰介教授 (西洋部)は,委任経理金により,

8月17日伊丹発,マ ドラス政府図書館,ムンネ-

シュヴァラム ･ヒンドゥー寺院等に於いてヒン

ドゥー教写本及びヒンドゥー教祭式に関する調査

並びに研究資料蒐集を行い,9月 6日帰国｡

報

･宇佐美 賛助教授 (西洋部)は,8月21日伊丹発,

フランス国立図書館に於いてフランス近代詩,特

にランボーに関する研究資料蒐集を行い, 9月22

日帰国｡

･斎藤希史助手 (日本部)は, 8月28日伊丹発,北

京大学に於いて中国文学理論史に関する研修及び

研究資料蒐集を行い,1993年 8月31日帰国予定｡

･横手 裕助手 (東方部)は,文部省科学研究費補

助金により, 9月 8日成田発,北京白雲観,天后

官等に於いて中国における道教の現状に関する調

査及び研究資料蒐集を行い,11月 6日帰国｡

･吉川忠夫教授 (東方部)は, 9月17日伊丹発,挟

面師範大学,武漢大学に於いて第4回魂晋南北朝

史学会出席及び六朝惰唐精神史に関する研究資料

蒐集を行い,10月 2日帰国｡

･高田時雄助教授 (東方部)は,委任経理金により,

9月17日伊丹発,大英図書館,フランス ･国立図

書館,カイロ大学等に於いて中央アジア発現多言

語写本に関する研究及び研究資料蒐集を行い,10

月16日帰国｡

･山室信一助教授 (日本部)は, 9月23日伊丹発,

上海社会科学院に於いて日中国交20周年記念日中

青年研究者会議出席及び研究資料蒐集を行い,9

月28日帰国｡

･桑山正進教授 (東方部)は,10月 1日伊丹発,大

英博物館,イタリア中東極東協会等に於いてガン

ダーラ美術考古学会議出席並びにガンダーラ遺物

に関する調査及び研究資料蒐集を行い,10月22日

帰国｡

･谷 泰教授 (西洋部)は,12月23日成田発, ミ

ラノ大学,マンチェスター大学等に於いてイタリ

ア ･サンドリオ周辺での民族学的調査及び研究資

料蒐集並びに研究論文発表のための打ち合わせを

行い,1993年 1月10日帰国｡

･今西錦司名誉教授は6月15日逝去された (90才)｡
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